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１．事業の概要 

（１）目的 

旭川・紋別自動車道は、北海道縦貫自動車道比布ジャンクシ

ョンから分岐し、紋別市に至る延長約１３０ｋｍの一般国道の

自動車専用道路であり、北海道縦貫自動車道と一体となって道

央圏・道北圏とオホーツク圏を結ぶ高速交通ネットワークを形

成しています。 

このうち旭川愛別道路は、旭川・紋別自動車道の一部を形成

する比布ジャンクションから愛別インターチェンジに至る延長

約１０．０ｋｍの区間であり、国土・地域ネットワークの構築

により、物流の効率化、個性ある地域の形成、および円滑なモ

ビリティの確保に寄与する道路です。 
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■位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業概要図 
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（２）計画の概要 

① 起点    ‥‥北海道
ほっかいどう

上川
かみかわ

郡比布
ぴっ ぷ

町蘭留
らん る

  

  終点    ‥‥北海道
ほっかいどう

上川
かみかわ

郡愛別
あいべつ

町字愛別
あいべつ

 

② 計画延長  ‥‥１０．０ｋｍ 

③ 幅員    ‥‥１３．０ｍ 

④ 構造規格  ‥‥１種２級 

⑤ 設計速度  ‥‥１００ｋｍ/ｈ 

⑥ 車線    ‥‥暫定２車線 

⑦ 事業主体  ‥‥北海道開発局 
 

 

■横断図 

 

暫定２車線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ｍ） 
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（３）経緯 

 

平成 元 年度  環境影響評価手続完了 

        事業化 

平成 ４ 年度  用地補償着手 

平成 ５ 年度  工事着手 

平成１５年度  完成供用 
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２．社会経済情勢の変化 

①事業周辺地域の状況 

当該事業は上川郡愛別町、上川郡比布町に位置し、北海道縦貫

自動車道比布ジャンクションに接続しています。 

この区間は上川圏域およびオホーツク圏域の産業道路として、

道内の物流拠点である苫小牧港へのアクセス道路としての側面

を持っているとともに、オホーツク圏域の観光振興に寄与するも

のと考えられます。 

よって、ここでは、事業区間に位置する自治体（愛別町、比布

町）、背後圏（網走支庁）および北海道を対象に照査し、広域物

流や観光振興の観点からも交通情勢の変化を見てみます。 
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②地域の人口及び自動車保有台数 

沿線自治体（愛別町・比布町）および、当該路線の背後圏であ

る網走支庁の人口は、ともに減少傾向となっており、一方で高齢

化は、全道的な傾向と同様に進行しています。 

沿線自治体および網走支庁の自動車保有台数は、全道的な傾向

と同様に年々増加しています。 

■沿線自治体（愛別町・比布町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：国勢調査               資料：北海道自動車統計 

■網走支庁 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査              資料：北海道自動車統計 

■北海道 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査              資料：北海道自動車統計 

【北海道の人口と65歳以上の割合】
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12.0%

0

2,000

4,000

6,000

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

(千人)

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%
人口 高齢化率 【北海道の自動車保有台数】

2,790

3,280
3,538

3,717

0

1,000

2,000

3,000

4,000

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年

（千台）
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③地域の産業の状況 

１） 地域の産業構造 

 沿線自治体（愛別町・比布町）および、当該路線の背後圏であ

る網走支庁では、第３次産業の従事者数が多くなっていますが、

その割合は全道平均に比べ、低くなっています。 

 一方、第１次産業の従事者数は、年々減少傾向となっています

が、その割合は全道平均に比べ、高くなっています。 
 
■産業従事者数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国勢調査 

■産業従事者割合（全道比較） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【産業従事者割合(H17)】

34%

24%

8%

17%

21%

19%

49%

55%

73%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

沿線自治体

網走支庁

北海道

第１次産業

第２次産業

第３次産業

資料：国勢調査（H17） 

【沿線自治体の産業従事者数】

2,186

1,942

1,586
1,437

1,331
1,221

1,097

711

2,065 2,045 2,050 2,036

0

500

1,000
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【網走支庁の産業従事者数】
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45 46 43
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【北海道の産業従事者数】

291 251 218 201

631 659 603
495
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２）個別の産業の変化 

（１）農業産出額 
沿線自治体（愛別町・比布町）の農業産出額は、近年横ばい

で推移しています。当該路線の背後圏である網走支庁の農業産

出額は、年々増加傾向となっていますが、全道の農業産出額は

減少傾向となっています。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道農林水産統計年報 

（２）漁獲高 
当該路線の背後圏である網走支庁の年間漁獲高は、増加傾向

となっていますが、全道の年間漁獲高は、近年ほぼ横ばいで推

移しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道水産現勢 

【北海道の漁獲高】
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H5 工事着手 H15完成供用
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（３）観光入込客数の推移 

沿線自治体（愛別町・比布町）および、当該路線の背後圏であ

る網走支庁の観光入込客数は、ともに全道的な傾向と同様に減少

傾向となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道観光入込客数調査 

【北海道の観光入込客数】
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④道路事業による整備効果 

当該路線の沿線自治体である愛別町、比布町は、農業を主体と

する地域となっています。 

当該路線の背後圏である網走支庁では、第一次産業が主体とな

っており、農業産出額、漁獲高とも近年、増加傾向となっていま

す。 

当該事業に伴い、オホーツク圏域の農水産業の活性化が図られ

ているとともに、地域の観光振興に寄与しているものと考えられ

ます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当する客観的評価指標 

○「農林水産業を主体とする地域から大都市圏への 

農林水産品の流通の利便性向上の状況」Ｐ１８～１９

○「ＩＣ等から主要な観光地へのアクセス向上による効果」 

    Ｐ２０～２１
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３．事業の投資効果等 

①交通量及び旅行速度の状況 

旭川愛別道路（比布北ＩＣ～愛別ＩＣ間）の平成１７年度の自

動車交通量は、現道と当該路線を合わせて約１２,６００台／日

となっています。 

また、旅行速度では、整備前の５２．７ｋｍ／ｈから整備後は

当該路線の利用により６６．３ｋｍ／ｈと向上し、高規格幹線道

路の整備による効果が現れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前の交通量 
（平成11年センサス値） 

 

【現道（国道３９号）】 

（平日）１１,８３８台/日

（休日）１４,４６１台/日

 

整備前の旅行速度 
（平成11年センサス値） 

 

【現道（国道３９号）】 

（平日）５２．７ｋｍ/ｈ

（休日）５２．８ｋｍ/ｈ

整備後の旅行速度 
（平成17年センサス値） 

 

【現道（国道３９号）】 

（平日）５４．４ｋｍ/ｈ

（休日）５５．６ｋｍ/ｈ
【比布北ＩＣ～愛別ＩＣ間】 

（平日）６６．３ｋｍ/ｈ

（休日）６７．１ｋｍ/ｈ

資料：道路交通センサス 

整備後の交通量 
（平成17年センサス値） 

 

【現道（国道３９号）】 

（平日） ９,４０４台/日

（休日）１２,００５台/日
【比布北ＩＣ～愛別ＩＣ間】 

（平日） ３,１４７台/日

（休日） ４,５９８台/日

11,838
9,404
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52.7

66.3

54.4
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h
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旅行速度(現道) 旅行速度(当該区間)
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②交通事故の低減の状況 

旭川愛別道路（比布北ＩＣ～愛別ＩＣ間）では、整備後、交通

事故は発生していません。また、当該区間との並行区間（現道）

においても、交通事故が減少しており、安全性の向上に寄与して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前の事故率 
（平成14年～15年平均） 

 

【現道（国道３９号）】 

１３．５件/億台キロ

整備後の事故率 
（平成17年～18年平均） 

 

【現道（国道３９号）】 

１０．９件/億台キロ
【比布北ＩＣ～愛別ＩＣ間】 

０．０件/億台キロ

0.0

10.9
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整備前(現道) 整備後(現道) 整備後(当該区間)

(件
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台
キ
ロ
)

資料：交通事故マッチングデータ 
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③費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ） 

費用便益分析の結果 
 

計画交通量 

（台／日） 
車線数 

3,700～3,900 ２ 

 
□便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 

合 計 

 

基 準 年 平成２０年度 

供 用 年 平成１６年度 

単 年 便 益 

（ 初年便益） ２４億円 ２．８億円

 

１.４億円 ２８億円

基準年における 

現 在 価 値 ５７４億円 ６８億円

 

３３億円 ６７５億円

・・・・（Ｂ） 
 

□費用 

 事 業 費      維持管理費 合  計 

基 準 年 平成２０年度 

単 純 合 計 ４１２億円 ６２億円 ４７４億円

基準年における 

現 在 価 値 
５５９億円 ３２億円 ５９２億円

・・・・（Ｃ） 
 

□算定結果 

費用便益分析（ＣＢＲ） 

 

Ｂ／Ｃ＝                     ＝        ＝１．１ 

 

５９２億円 

６７５億円 便益の現在価値の合計（Ｂ）

費用の現在価値の合計（Ｃ）

注）１．費用及び便益額は整数止とする。 

  ２．費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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④事業費・維持管理費の状況 

■事業費 

 計画時 実績 

名目値 ３３４．９億円 ４１２．５億円

実質値 ３４０．６億円 ４２２．２億円

 

橋梁における耐震設計の見直し、水田地帯における横断函渠

工の軟弱地盤対策により事業費が増加しています。 

※名目値は、各年次の事業費の単純合計値 

※実質値は、平成２０年度の価値に換算した事業費 

 

■維持管理費 

実績 

４．７百万円／km・年 

 

より効率的・効果的な道路管理を目指します。 

※維持管理費は、当該区間の実績値 
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⑤事業費および事業期間による社会的影響 

本事業は平成元年度に事業化され、平成５年度に工事に着手し

ました。 

平成１２年度末の供用を目指していましたが、事業区間におい

て用地取得に時間を要したことにより事業が遅延しました。  

その後、引き続き交渉を行った結果、平成１４年度に解決し、

平成１５年度末に完成供用しています。 

 

供用年（計画時） 供用年 

平成１３年３月 平成１６年３月 

 

 

費用増加額 便益減少額 社会的損失額 

９８．２億円 ６８．４億円 １６６．６億円 

 

 

 

 

 

 

「事業遅延による社会的損失」＝「費用増加額」＋「便益減少額」 
 

「費用増加額」： 事業着手から実際の供用年次までの期間における「実績事業費の現在価値合計」と「計

画事業費、維持管理費の現在価値合計」の差額 

「便益減少額」：遅延した期間に発生が想定される「便益の現在価値合計」 
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４．事業の効果の発現状況 

■事業の効果や必要性の評価に対応する事後評価項目 

客観的評価指標「一般国道(高規格Ｂ)」 

政策目標 指 標  
資料

ページ

○ 並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）および削減率  

○ 並行区間等における混雑時旅行速度が20km/h未満であった区間の旅行速度の改善状況  

● 当該路線の整備によるバス路線の利便性向上の状況 23 

○ 新幹線駅へのアクセス向上の状況  

円滑なモビリティの 

確保 

○ 空港法による空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上の状況  

○ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上の状況  
物流効率化の支援 

● 農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品の流通の利便性向上の状況 18～19

○ 都市再生プロジェクトの支援に関する効果  

○ 三大都市圏の環状道路が形成（又は一部形成）されたことによる効果  都市の再生 

○ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携に関する効果  

■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 17 

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 17 
国土・地域 

ネットワークの構築 

■ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上の状況 24 

○ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントの支援に関する効果  

● ＩＣ等から主要な観光地へのアクセス向上による効果 20～21

１
活
力 

個性ある地域の形成 

○ 新規整備の公共公益施設と直結されたことによる効果  

２
暮
ら
し 

安全で安心できる 

くらしの確保 
● 三次医療施設へのアクセス向上の状況 22 

安全な生活環境の確保 ● 並行区間等における交通量の減少による安全性向上の状況 25 

■ 

対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急

整備事業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路

線（以下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり 
26 

□ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成  

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能  

３
安
全 災害への備え 

□ 
並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路線を

形成  

地球環境の保全 ● 対象道路の整備により、削減される自動車からのＣＯ２排出量 27 

○ 並行区間等における自動車からのＮＯ２排出削減率  

○ 並行区間等における自動車からのＳＰＭ排出削減率  

○ 
並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過していた区間の騒音レベルの改善の状

況  

４
環
境 生活環境の改善・保全 

○ その他、環境や景観上の効果  

他のプロジェクトとの 

関係 
○ 他機関との連携プログラムに関する効果  

５
そ
の
他 その他 ○ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果  

注：●は定性的又は定量的に効果を確認する項目 

■は効果のある項目 
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客観的評価指標① 

「当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルー

トを構成する」 

客観的評価指標② 

「当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡す

る路線を構成する」 

旭川・紋別自動車道は、旭川圏の拠点都市である旭川市と紋別
圏の拠点都市である紋別市を連絡する高規格幹線道路であり、旭
川愛別道路は、その一部を構成します。 
当該事業の整備により、日常活動圏中心都市である旭川市と遠
軽町を経由し紋別市、北見市へのアクセス性が向上し、日常活動
の利便性向上が図られています。 

■旭川市～紋別市・北見市のアクセス向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

171分

120分

141分

旭川紋別自動車道
　　　　　 　未整備

旭川愛別道路整備後
（白滝IC－浮島IC利用なし）

旭川紋別自動車道
　　　　　全線整備

旭川紋別自動車道　未整備

R242～R333～R39

現況

R242～R333～旭紋道（丸瀬布IC－旧白滝IC、

白滝IC－浮島IC、上川天幕－比布JCT）～

道央道（比布JCT－旭川鷹栖IC）～R12

旭川紋別自動車道　全線整備

R242～旭紋道（豊里IC－比布JCT）

～道央道（比布JCT－旭川鷹栖IC）～R12

３０分
短縮

５１分
短縮

資料: 北海道開発局

紋別地方生活圏の中心都市 

・人 口：26,632人 

・学 校：22校 

・大規模小売店舗：5店 

・社会福祉施設：18箇所 

・公共施設：7箇所 

・医療施設：27施設

旭川地方生活圏の中心都市 

・人 口：355,004人 

・学 校：156校 

・大規模小売店舗：76店 

・社会福祉施設：148箇所 

・公共施設： 38箇所

・医療施設：493施設

北網地方生活圏の中心都市 

・人 口：129,365人 

・学 校：75校 

・大規模小売店舗：43店 

・社会福祉施設：87箇所 

・公共施設：23箇所

・医療施設：129施設

資料：「北海道市町村勢要覧」北海道（H19）、

「全国大型小売店舗総覧」東洋経済新報社（H18）

【中心都市データ】 
人口：国勢調査（H17） 公共施設数：（H18.3）
学校数：（H18.5）   医療施設数：（H17.10）
社会福祉施設数：（H17.10） 
大規模小売店舗数：（H18.4） 

※所要時間データは、遠軽町役場－旭川市役所間の所要時間 
※道央自動車道、旭川紋別自動車道（供用済み区間）は法定速度により算出 
※未整備区間は 70km/h を想定。ただし丸瀬布 IC～豊里 IC 間は 80km/ｈを想定

         資料：H17 道路交通センサス

【遠軽町～旭川市への所要時間の変化】 北海道の高規格幹線道路網の計画 

旭川・紋別自動車道の整備で 
旭川－紋別・北見間の 
所要時間が短縮 



18 

 

客観的評価指標③ 

「農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品の流

通の利便性向上の状況」 

＜水産品流通の利便性向上＞ 
網走支庁は、北海道有数の水産地域であり、平成１８年度の漁
業生産高は約５２０億円で、全道第１位となっています。 
網走支庁の主要な水産物であるほたては、全国の漁獲高の約５
割を占めており、このうち、網走支庁の加工場で生産された生食
用貝柱や冷凍貝柱は、旭川・紋別自動車道や国道等を経由して、
札幌市や関東、関西方面へ出荷されています。 
付加価値の高い生食用貝柱は、網走支庁は消費地から遠隔に位

置しているため、輸送時間の短縮が課題となっていました。 
当該事業の整備により、網走支庁と道内・道外の大消費地市場

等との高速交通体系が強化され、水産品流通の利便性向上が図ら
れています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料:平成 18 年漁業・養殖業生産統計年報

【ほたて貝の漁獲量割合】 

■水産品輸送の利便性向上 

札幌市 

新千歳空港 

苫小牧港 

 
関東・関西

方面へ 

資料: 平成 18 年漁業・養殖業生産統計年報 
各漁協、輸送会社ヒアリング 

写真:湧別漁業協同組合 

資料：北海道水産現勢 

●ほたて生食用貝柱は、毎日、苫小牧港発１９時のフェリーにあわせて
午前中に加工場を出発しています。しかし、ほたて加工品の出荷量が
多い日や水揚げ時間が遅れた日など、年間の約半分は出発時間が午後
になってしまうため、輸送時間が短縮できる旭川・紋別自動車道を利
用しています。 

●当該路線の整備前は、旭川鷹栖 IC から高速道路を利用していましたが、
愛別ICから高速道路を利用できるようになり、お盆やゴールデンウィー
ク時に発生する国道３９号の渋滞を回避することが可能となりました。

【水産品輸送会社ヒアリングより】

4ｔ～20ｔ車：約 12 回／週

このうち、約 4割が
旭川愛別道路を利用

ほたて生食用・冷凍貝柱
出荷割合 

道内：約 1割 
関東：約 8割 
関西：約 1割 

【全道上位５支庁 漁業生産高（H18）】

ほたて貝柱

大消費地市場への 

迅速な水産品輸送に寄与 

小樽港 

280.5

360.5

465.1
515.0517.2

0.0

200.0

400.0

600.0

網走 根室 渡島 宗谷 釧路

(億円)

全道第 1位 

 

生食用貝柱・冷凍貝柱 

加工用：漁獲量の約23％
湧別町

ホタテ漁獲量
2.5 万ｔ（H18）

北見市 

ホタテ漁獲量 
3.9 万ｔ（H18）

ホタテ漁獲量
2.6 万ｔ（H18）

紋別市

漁協委託の加工場 

湧別町
9.0%

北見市
14.3%

紋別市
9.7%

その他
網走支庁
15.2%

その他道内
51.3%

全国
（北海道を除く）

0.5%

H18
ほたて漁獲量
（全国）
271,928ﾄﾝ
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＜生体牛輸送の利便性向上＞ 

網走支庁の平成１８年度における農業産出額は、約１，７００

億円で全道第２位となっており、その約半数は、本州方面に出荷

されています。また、当地域は、北海道有数の酪農地帯であり、

農業産出額のうち、畜産が約４割を占めています。 

網走支庁で生産された生体牛は、佐呂間町にある市場で売買さ

れ、主に旭川紋別自動車道や国道等を利用して、苫小牧港や小樽

港から道外へ輸送されています。生体牛は、輸送のストレスに敏

感であり、揺れが少ない安定した輸送が必要となります。 

当該事業の整備により、輸送時間が短縮されたとともに、安全

性、安定性の高い輸送が可能となり、生体牛輸送の利便性向上が

図られています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ホクレン北見地区
総合家畜市場

●北見家畜市場から道内外の購買者の牧場まで生
体牛を輸送しています。生体牛は、揺れや振動
により倒伏の危険性があり、また、輸送の際に
は適切な管理（給餌、休憩等）を行うなど、牛
にストレスがかからないような運転が要求され
ます。 

●このため、高規格道路の利用を基本としていま
す。旭川紋別自動車道（比布 JCT－愛別 IC 間）
の供用前は、旭川市内の信号や交差点で慎重な
ハンドル操作やブレーキが必要でしたが、当該
区間の利用により、旭川市内を回避することが
可能となり、生体牛輸送の効率化が図られ、牛
に与えるストレスが軽減されています。 

【生体牛輸送業者ヒアリングより】

■生体牛輸送の利便性向上 

苫小牧港 

主に関東・

東北方面へ 

小樽港 

主に関西・

九州方面へ 

資料:生体牛輸送業者ヒアリング 

【苫小牧港・小樽港】10ｔ車 28 台／月

旭川愛別道路の利用：７割

3 割 
12 台／月 

輸送のストレスに弱い生体牛の

安定輸送に寄与 

写真：網走開発建設部

【苫小牧港】10ｔ車 12 台／月 

R242→日勝峠経由：３割

5 割 
20 台／月 

2 割 
8 台／月 

※10ｔ車 1 台あたりの生体牛積載

頭数は成牛で 15 頭 

2,401.9

1,711.3

1,297.0
1,089.3

739.5

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

2,500.0

3,000.0

十勝 網走 上川 空知 根室

(億円)

資料：北海道農林水産統計年報 

【全道上位５支庁農業産出額(Ｈ18)】 【網走支庁の農業産出額内訳】

資料：北海道農林水産統計年報

農業産出額 
全道２位 

【農産物・加工食品の輸送先別出荷量】

資料：北海道農政部「農産物及び加工食

品の移出実態調査結果報告書」 

乳用牛
481億円
（28.1%）

生乳
395億円
（23.1%）

肉用牛・豚等
211億円
（12.4%）

耕種
1,017億円
（59.4%）

加工農産物
2億円
（0.1%）

Ｈ18
網走支庁
農業産出額
1,711億円

畜産が４割
関東・東山
366千ｔ
24%

東海
172千ｔ
12%

近畿
142千ｔ
10%

道内
661千ｔ
43%

その他
156千ｔ
11%

Ｈ18
網走支庁

農産物・加工食品
輸送先別出荷量
1,497千トン

３大都市圏
680千トン
45％

３大都市圏へ

約５割を出荷
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客観的評価指標④ 

「ＩＣ等から主要な観光地へのアクセス向上による効果」 

＜日帰り観光の振興＞ 
オホーツク圏には、滝上町の滝上公園（芝ざくら）や上湧別町
のチューリップ公園といった花の名所が点在しており、これらの
花の開花時期に合わせた札幌発着の日帰り観光ツアーが企画さ
れています。札幌を発着するオホーツク圏の観光地への日帰り観
光ツアーは、旭川・紋別自動車道の浮島ＩＣ－白滝ＩＣ間の供用
開始を契機に、盛んに行われるようになってきました。現在は、
当時に比べ、目的地での滞在時間の延長などが図られています。 
当該事業の整備により、道央圏とオホーツク圏の観光地を結ぶ
高速ネットワークの形成が促進され、日帰り観光の利便性向上が
図られました。 
 
 
 

●近年の観光客のニーズは、宿泊から日帰り観光へと変化しており、日帰り観光ツアーへの需要が高まっていま
す。当社のオホーツクへの日帰り観光商品は、旭川・紋別自動車道（浮島 IC－白滝 IC 間）の開通に併せて、
平成１４年５月に始めて開催しています。 
●その後、旭川・紋別自動車道（比布 JCT－愛別 IC 間）の整備により、観光地までの移動時間が短縮されたこ
とで、日帰りツアーの行程にゆとりができ、滞在時間の延長など利用客へのサービス向上につながりました。

【観光エージェントヒアリングより】

■日帰りツアールート（例） 

資料：観光エージェントヒアリング 

チューリップ公園（湧別町）

滝上公園（滝上町） 

【開 催 期 間】 ５月中旬～６月下旬 

【開 催 回 数】 ２０回程度／年 

【１開催あたり 】 １～３台のバスを運行 

１台定員４０名 

【利 用 者 数】 １，０００～１，３００人／年 

花めぐりツアーは、発売当初から 
毎年高い人気を誇っています！ 

DATA

７：３０ 
札幌駅発

２０：００頃

札幌駅着
チューリップ公園 
（滞在：約６０分） 

【ツアースケジュールの変化】 

滝上公園 
（滞在：約６０分）

旭川愛別道路

整備前 

８：００ 
札幌駅発

２０：００頃

札幌駅着
チューリップ公園 
（滞在：約７５分） 

滝上公園 
（滞在：約７５分）

現況 

目的地での滞在時間が計３０分延長、
出発時刻が３０分遅くなりました。
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＜地域観光の振興＞ 

旭川愛別道路周辺の比布町・愛別町には、地域の自然特性を活
かした観光施設が立地しており、年間約３１万人の観光客が訪れ
ています。 
なかでも、愛別町で毎年９月に開催される“きのこの里フェス
ティバル”は、道内各地から約１万人を集客する愛別町最大のイ
ベントとなっています。当該路線と北海道縦貫自動車道が直結し
たことにより、アクセス性が向上し、広域的な集客面での効果が
生まれています。 
また、沿線の観光地や観光施設間のアクセス性が向上したこと
により、各観光地間の連携が可能となりました。 
当該事業の整備により、沿線にある主要な観光地へのアクセス

性が向上し、地域の観光振興に寄与しています。 
 

 

 

オートキャンプ場

リバーフロントパーク

遊湯ぴっぷ 
グリーンパーク 

遊湯ぴっぷ 
（Ｈ19 年度：131 千人）

■主要観光地へのアクセス向上 

資料・写真：比布町・愛別町各役場 

ぴっぷスキー場 
（Ｈ19 年度：70 千人） 

きのこの里あいべつオートキャンプ場
（Ｈ19 年度：3千人） 

あいべつリバーフロントパーク
（Ｈ19 年度：7千人） 

愛別ダム 
きのこの里広場

資料：旭川開発建設部「きのこの里フ
ェスティバル来訪者アンケート調査」
H20.9.14 実施 

その他
（一般道利用）

35%

比布JCT－愛別IC
利用
65％

【札幌方面からの来訪者の 

当該路線利用者割合】

札幌方面 

層雲峡

●地域を代表する観光地「層雲峡」
と当スキー場が高規格道路で結ば
れたことで、観光地間の連携が図
りやすくなり、道外からの冬期の
修学旅行で利用されるようになり
ました。 

【ぴっぷスキー場ヒアリングより】

●きのこの里フェスティバルは、旭
川近郊の方はもちろん道内各地か
ら観光客が集まるイベントです。
愛別町と道央圏が高速道路で直結
され、アクセス性が向上したこと
で、札幌方面からの来訪者も多く
なっていると感じています。 

【愛別町役場ヒアリングより】

沿線観光地間 
の連携 

ぴっぷスキー場 

道央圏との直結により、 

札幌方面からのアクセス性が向上

グリーンパーク 
（Ｈ19 年度：30 千人）
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客観的評価指標⑤ 

「三次医療施設へのアクセス向上の状況」 

旭川市には、道北・オホーツク圏唯一の三次医療施設である旭
川赤十字病院が立地しています。このため、上川町からは、当該
区間及び北海道縦貫自動車道を利用した緊急搬送や移送が行わ
れています。 
当該事業の整備により、北海道縦貫自動車道と連携した高速交
通ネットワークが形成され、上川町から高度な医療機関を有する
旭川市への救急搬送時における迅速性の向上、安全性・安定性の
向上が図られています。 

■上川町における救急搬送の状況 

69分

53分

旭川愛別道路整備前

旭川愛別道路整備後現況
Ｒ３９～旭紋道＋道央道

（上川層雲峡ＩＣ－旭川鷹栖ＩＣ）

旭川愛別道路　整備前
Ｒ３９～Ｒ１２

旭川愛別道路　整備前
Ｒ３９～Ｒ１２

現況
Ｒ３９～旭紋道（上川層雲峡ＩＣ－比布ＪＣＴ）～
道央道（比布ＪＣＴ－旭川鷹栖ＩＣ）～Ｒ１２

上川町
128件
38%

旭川市
209件
62%

H19
救急搬送件数
337件

旭川赤十字病院 

●揺れや振動を避けなければならない脳神経系の患者や、迅速性を要する患者を搬送する場合は、高規格道
路による搬送を行っています。 
●当該路線の整備により、迅速性、安全性のほか、患者の様態によって搬送ルートを選択できる“選択性”
が加わったことが救急搬送を行う上での大きなメリットとなっています。 

【上川町における救急搬送件数（H19）】 

資料：上川中部消防組合消防署調べ

【上川町～旭川市への救急搬送先内訳（H19）】

資料：上川中部消防組合消防署調べ

【上川町～旭川赤十字病院への所要時間の変化】 

高速道路利用時 
所要時間：53 分 

一般国道利用時 
所要時間：69 分 

大雪病院
14%厚生病院

12%

その他
24%

森山病院
8%

大西病院
8%

旭川赤十字病院
34%H19

旭川市への
救急搬送件数
209件

【上川中部消防組合消防署ヒアリングより】

当該路線の利用により
旭川赤十字病院まで 
１６分短縮！ 

※所要時間データは、上川町役場－旭川赤十字病院間の所要時間 
※道央自動車道、旭川紋別自動車道（供用済み区間）は法定速度により算出 

         資料：H17 道路交通センサス

１６分短縮



23 

 

客観的評価指標⑥ 

「当該路線の整備によるバス路線の利便性向上の状況」 

札幌、旭川とオホーツク圏を結ぶ都市間バスは、９路線、１日
２７往復運行し、年間約３６万人が利用する重要な公共交通機関
となっています。旭川愛別道路の供用に伴い、札幌－紋別間の直
行便(流氷もんべつ号)、札幌－北見・網走間(ドリーミントオホ
ーツク号)の２路線(１３往復／日)が旭川・紋別自動車道経由に
転換し、バス運行時間の短縮が図られました。 
また、平成１８年９月からは札幌－ウトロ間を結ぶ高速バスが
１路線(２往復／日)、平成１９年度からは札幌－遠軽・中湧別間
を直行する高速バスが１路線(１往復／日)運行を開始しました。 
当該事業の整備により、道央圏とオホーツク圏を結ぶ高速道路
ネットワークが拡充したとともに、都市間バスの運行時間の短縮、
定時性が確保され、利用客の利便性向上が図られています。 

■当該路線を利用する都市間バスの運行状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

290分

300分

317分

367分

377分

394分
旭川愛別道路整備前
（旭川鷹栖IC利用）

旭川愛別道路整備後
（愛別IC利用）

現況
（上川層雲峡IC利用）

札幌市－北見市間 札幌市－網走市間

290分

317分

300分

【札幌－北見・網走間の所要時間の変化】

●国道３９号は、混雑や渋滞が発生しており、特にゴールデンウィークやお盆時期には、定時性の確保が困
難でしたが、愛別ＩＣの開通により、定時運行が可能となったほか、運行時間の短縮も図られ、お客様へ
のサービス向上につながりました。また、札幌から愛別までが高速道路で直結したことにより、安全性が
向上し、運転手にとっては“ゆとり”がもてるようになりました。 

※道央自動車道、旭川紋別自動車道は法定速度で算出 

※所要時間データは、各バスターミナル間の所要時間 

資料：Ｈ17 年道路交通センサス

【都市間バス事業者ヒアリングより】

【都市間バスの輸送人員】 

10往復/日 

１往復/日

３往復/日

札幌-北見・網走間
192千人（53%）

旭川－北見間
28千人（8%）

旭川－紋別間
25千人（7%）

旭川－遠軽間
12千人（3%）

札幌－遠軽間
45千人（13%）

札幌－紋別間
56千人（16%）

H18
利用人員
358千人

※札幌－紋別間は、直行便と経由便の合計 

※札幌－遠軽・中湧別間、札幌－ウトロ間は未集計

資料：数字で見る北海道の運輸(H19)

１６往復／日、４路線が利用

１７分
短縮

１０分
短縮

２往復/日
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客観的評価指標⑦ 

「日常活動圏の中心都市へのアクセス向上の状況」 

旭川市は、道北・オホーツク圏の中でも医療施設や、大規模小
売店舗が多数立地する日常活動圏の中心都市です。 
愛別町、上川町の医療施設は、病院１箇所、診療所５箇所であ
り、診療科目も内科をはじめ限られているため、医療施設が集積
する旭川市へ依存しています。また、買い物も大規模小売店舗を
はじめ、商業施設の集積する旭川市へ依存しており、特に、楽器・
ＣＤ・スポーツ用品、時計・ネガネ・カメラ等の買い回り品の依
存度は高くなっています。 
当該事業の整備により、旭川・紋別自動車道沿線の地域から旭

川市へのアクセスが向上し、地域住民の日常医療や買物の利便性
向上が図られています。 

■上川町及び愛別町から旭川市へのアクセス向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.6% 78.3%

51.9%

66.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

愛別町 上川町

購買率 通院率

●旭川鷹栖 IC 周辺等で買い物をする時に、旭川紋別自動車道と道央道を利用しています。目的地までの所要時間
が短縮されて、買い物の時間に長く費やせるようになりました。    【上川町にお住まいの 30 代女性】 

●旭川鷹栖IC周辺等にある病院に１ヵ月２～３回通院しています。高速道路を利用すると旭川市内を通らずに病院に
行けるので助かっています。 【上川町にお住まいの 50 代男性】

【愛別町・上川町の旭川市への依存度】 

上川町

旭川市

４地域内には、旭川市の大規模店舗 
及び二次医療施設の４割が立地 

資料：購買率／上川広域商圏動向調査（H16.3）

通院率／患者受療動向調査（H18.5） 

高速ＩＣに近い中央（西部）、
春光、北星、神居地域では、

所要時間が短縮 

【旭川愛別道路の利用で時間が短縮する施設】

【旭川市にしかない
診療科目】

・泌尿器科 
・脳神経外科 
・耳鼻咽喉科など
38 科目中 18 科目

※道央自動車道、旭川紋別自動車道は法定速度により算出 

資料：Ｈ17 道路交通センサス 

資料：医 療 施 設／北海道救急医療・広域災害情報システム（H20.4 現在）

大規模小売店舗／旭川市 HP（H20.4 現在） 

7件
(39%）

30件
(41%)

11件
（61%）

44件
（59%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大規模小売店舗

医療施設
（２次医療施設以上）

旭川愛別道路を利用すると最も近い地域にある施設

一般国道39号経由が最も近い地域にある施設

N=74

N=18

【上川中部２次医療圏の主な診療

科目別旭川市医療施設の集積状況】

93.9%
97.2%

91.5%
90.6%

91.5%
90.0%

78.5%
74.2%

71.4%
74.6%

44.7%
39.9%

2.8%

9.4%

10.0%

25.4%

55.3%
60.1%

6.1%

8.5%

8.5%

21.5%
25.8%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

愛別町
上川町

愛別町
上川町

愛別町
上川町

愛別町
上川町

愛別町
上川町

愛別町
上川町

旭川市 その他

楽器・CD
ｽﾎﾟｰﾂ用品

時計・ﾒｶﾞﾈ
ｶﾒﾗ

高級衣料

家庭電気
製品

医薬品
化粧品

食料品

【主な商品別依存状況】 

100%

97%

95%

95%

86%

86%

85%

3%

14%

15%

14%

5%

5%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

泌尿器科
耳鼻咽喉科等

眼科

循環器科

産婦人科

小児科

内科

外科

旭川市 その他の上川中部圏域

資料：上川広域商圏動向調査（H16.3） 資料：道内医療機関の基本情報「北海道保健福祉部医務薬務課」（H20.4.1 現在）

【愛別・上川町にない
診療科目】

・産婦人科 
・泌尿器科 
・胃腸科・眼科 
・循環器科 
・麻酔科など 
38 科目中 29 科目
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客観的評価指標⑧ 

「並行区間等における交通量の減少による安全性向上の状況」 

当該路線と並行する一般国道３９号では、１日の自動車交通量
が約１１,８００台と多く、追い越しによる追突事故や正面衝突
等の死亡事故に直結する重大事故が発生していました。 
当該事業の整備により、旭川・紋別自動車道への交通の分散化

が図られ、並行する一般国道３９号では交通量が減少し、交通事
故件数が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜A-A’断面＞

9,280
11,098 11,838

9,404

3,147

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

H6 H9 H11 H17

(台／日)

並行区間（国道39号） 旭川・紋別自動車道

12,551

14件

９件

0

5

10

15

20

H14～H15 H17～H18

（
事
故
発
生
件
数
）

追突 正面衝突 その他車両相互
路外逸脱 人対車両

【旭川・紋別自動車道と国道 39 号の交通量分担の推移】

資料：道路交通センサス、旭川開発建設部 

国道 39 号並行区間 

資料：道路交通センサス

【交通量と旅行速度の推移】 【交通事故件数の推移】 

H16.3 月 
愛別 IC 供用

Ａ

Ａ′ 

H16.3 月
愛別 IC 供用

交通量 旅行速度

9,280
11,098
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事故が 
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客観的評価指標⑨ 

「対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワー

ク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、又は

地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊

急輸送道路」という）として位置づけあり」 

旭川・紋別自動車道の供用区間および当該区間に並行する一般
国道３９号、並びに一般国道４０号は、緊急輸送道路ネットワー
ク計画※において「第一次緊急輸送道路」に位置づけられていま
す。 
当該事業の整備により、幹線道路ネットワークが多重化し、防

災対策や危機管理の充実に寄与しています。 

■緊急輸送道路および防災拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図は緊急輸送道路のうち、高速道路、国道、主要道道のみを示しています。 

※緊急輸送道路により連絡する防災拠点施設のうち地方公共団体、指定地方行政機関、自衛隊、災害医療拠点を示

しています。 

 

 

 

 

資料：北海道緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会「北海道緊急輸送道路ネットワーク計画書（Ｈ17）」

※緊急輸送道路ネットワーク計画：災害対策基本法、及び地震防災対策特別措置法に基づき策定 

● 第一次緊急輸送道路とは、県庁所在地、地方中心都市および重要港湾、空港、総合病院、自衛隊、
警察、消防等を連絡する道路 

● 第二次緊急輸送道路とは、一次緊急輸送道路と市町村役場、主要な防災拠点（行政機関、公共機関、
主要駅、港湾、ヘリポート、災害医療拠点、備蓄集積拠点、広域避難地等）を連絡する道路 

● 第三次緊急輸送道路とは、その他道路（第一・二次緊急輸送道路と防災拠点を相互に連絡する道路）
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客観的評価指標⑩ 

「対象道路の整備により削減される自動車からのＣＯ２排出量」 

ＣＯ２排出量は、整備無では、１，３１１，４００（ｔ－ＣＯ２

／年）ですが、当該事業の整備により、１，３１０，２５２（ｔ
－ＣＯ２／年）となり、整備されない場合に比べ、１，１４８（ｔ
－ＣＯ２／年）の削減が見込まれます。 
 

※対象地域：旭川、北網生活圏 

※平成42年将来交通量推計を基に算出 
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５．今後の事後評価の必要性 
 

旭川愛別道路の整備により、北海道縦貫自動車道との接続によ

る広域交通条件の向上、農水産品物流の効率化、広域観光ルート

の形成など、整備に伴う効果が発現されています。 

よって、今後の事後評価の必要性はありません。 

なお、今後も交通状況等の把握に努めます。 
 

 

６．改善措置の必要性 
 

旭川愛別道路は、十分な機能が発揮され、改善措置は必要性あ

りません。 

なお、今後も利用しやすい道路環境の確保に努め、適切な維持

管理を実施し、そのコスト縮減に努めます。 

 

 

７．同種事業の計画・調査のあり方や 
事業評価手法の見直しの必要性 

 

特に同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの

必要はありません。 
 

 


